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1. 2024年3月期第1四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 54,751 21.6 2,755 324.9 3,517 127.5 2,452 372.6

2023年3月期第1四半期 45,029 △2.1 648 △82.5 1,546 △62.3 518 △82.9

（注）包括利益 2024年3月期第1四半期　　2,978百万円 （216.2％） 2023年3月期第1四半期　　941百万円 （△67.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第1四半期 33.33 ―

2023年3月期第1四半期 7.05 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 348,049 161,363 45.9

2023年3月期 348,358 160,636 45.7

（参考）自己資本 2024年3月期第1四半期 159,886百万円 2023年3月期 159,100百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 29.00 ― 29.00 58.00

2024年3月期 ―

2024年3月期（予想） 29.00 ― 29.00 58.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 280,000 17.3 18,500 33.6 19,000 27.0 14,000 16.9 190.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期1Q 74,387,779 株 2023年3月期 74,387,779 株

② 期末自己株式数 2024年3月期1Q 804,480 株 2023年3月期 804,399 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期1Q 73,583,354 株 2023年3月期1Q 73,569,120 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手している情報に基づき当社が判断した予想であり、その達成を当社として約束す

る趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経営環境は、産業機械事業では、成形機は市況の回

復に遅れがみられましたが、需要は全般に底堅く、足元では過去最高の受注残高で推移しております。素形材・エ

ンジニアリング事業では、多様なエネルギー関連投資の高まりを背景に、素形材製品の安定した需要が継続するな

ど、総じて堅調に推移しました。

このような状況のもと、当社グループは2021年５月に策定しました2026年３月期を最終年度とする５カ年の中期

経営計画「JGP2025」に沿って事業活動を推進しております。また、2024年３月期においても、産業機械事業、素

形材・エンジニアリング事業とも、新規需要開拓、製品付加価値向上や競争力強化とともに、お客様のご理解を得

ながら調達品、原材料・エネルギー等の価格高騰に応じた一段の販売価格改善に向けた活動を継続しております。

当社グループにおける当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、前年同期に比し、受注高は、産業機械

事業及び素形材・エンジニアリング事業が共に増加したことから、894億72百万円（前年同期比7.3％増）となりま

した。売上高は、産業機械事業及び素形材・エンジニアリング事業が共に増加したことから、547億51百万円（前

年同期比21.6％増）となりました。損益面では、営業利益は27億55百万円（前年同期比324.9％増）、経常利益は

35億17百万円（前年同期比127.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、24億52百万円（前年同期比

372.6％増）となりました。

主要なセグメント別の業績は次のとおりであります。

（産業機械事業）

受注高は、その他の産業機械が増加したことから、726億円（前年同期比4.3％増）となりました。

売上高は、樹脂製造・加工機械が増加したことから、457億53百万円（前年同期比19.3％増）となりました。

営業利益は、売上高が増加したことから、39億92百万円（前年同期比46.5％増）となりました。

（素形材・エンジニアリング事業）

受注高は、素形材製品が増加したことから、163億44百万円（前年同期比23.5％増）となりました。

売上高は、素形材製品が増加したことから、84億75百万円（前年同期比35.5％増）となりました。

営業利益は、売上高が増加したことに加え、操業の増加や販売価格改善の効果もあり、１億87百万円（前年同期

は営業損失９億91百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末比３億９百万円減少し、3,480億49百万円と

なりました。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末比10億36百万円減少し、1,866億85百万円とな

りました。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末比７億27百万円増加し、1,613億63百万円と

なり、自己資本比率は45.9％（前連結会計年度末は45.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期の通期連結業績予想につきましては、2023年５月12日に公表の予想値から変更ありません。

- 2 -

（株）日本製鋼所(5631) 2024年３月期 第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 87,286 85,025

受取手形及び売掛金 68,524 57,591

電子記録債権 3,672 4,009

商品及び製品 5,668 5,948

仕掛品 76,245 83,042

原材料及び貯蔵品 8,839 9,559

その他 13,988 16,793

貸倒引当金 △369 △369

流動資産合計 263,856 261,601

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,197 21,168

機械装置及び運搬具（純額） 11,084 12,029

その他（純額） 12,301 11,574

有形固定資産合計 44,583 44,773

無形固定資産

のれん 242 202

その他 1,294 1,241

無形固定資産合計 1,537 1,443

投資その他の資産

投資有価証券 19,388 21,243

その他 19,244 19,239

貸倒引当金 △251 △252

投資その他の資産合計 38,381 40,230

固定資産合計 84,501 86,448

資産合計 348,358 348,049

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 34,715 29,376

電子記録債務 34,481 37,277

短期借入金 10,905 12,313

１年内返済予定の長期借入金 2,523 1,326

未払法人税等 1,605 1,238

契約負債 33,358 31,286

風力事業損失引当金 512 512

事業再構築引当金 1,541 1,539

その他の引当金 744 704

その他 17,024 20,466

流動負債合計 137,412 136,041

固定負債

長期借入金 29,118 29,044

引当金 44 43

退職給付に係る負債 11,174 11,246

資産除去債務 1,401 1,408

その他 8,569 8,900

固定負債合計 50,308 50,643

負債合計 187,721 186,685

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 19,799 19,799

資本剰余金 5,531 5,531

利益剰余金 131,093 131,411

自己株式 △2,315 △2,316

株主資本合計 154,108 154,427

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,956 4,250

繰延ヘッジ損益 △359 △1,245

為替換算調整勘定 1,168 1,264

退職給付に係る調整累計額 1,225 1,190

その他の包括利益累計額合計 4,991 5,459

非支配株主持分 1,536 1,477

純資産合計 160,636 161,363

負債純資産合計 348,358 348,049
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 45,029 54,751

売上原価 36,379 42,434

売上総利益 8,649 12,317

販売費及び一般管理費 8,000 9,561

営業利益 648 2,755

営業外収益

受取利息 6 16

受取配当金 324 335

為替差益 212 214

固定資産賃貸益 145 91

持分法による投資利益 － 15

雑収入 312 198

営業外収益合計 1,001 871

営業外費用

支払利息 52 52

持分法による投資損失 8 －

雑損失 43 56

営業外費用合計 104 109

経常利益 1,546 3,517

特別利益

固定資産売却益 1 6

投資有価証券売却益 － 19

特別利益合計 1 25

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 95 38

品質不適切行為関連損失 177 43

特別損失合計 273 81

税金等調整前四半期純利益 1,273 3,462

法人税、住民税及び事業税 1,196 1,460

法人税等調整額 △471 △499

法人税等合計 724 960

四半期純利益 549 2,501

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 48

親会社株主に帰属する四半期純利益 518 2,452

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

四半期純利益 549 2,501

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 350 1,293

繰延ヘッジ損益 △550 △886

為替換算調整勘定 632 105

退職給付に係る調整額 △40 △35

その他の包括利益合計 392 477

四半期包括利益 941 2,978

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 882 2,920

非支配株主に係る四半期包括利益 59 58

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

Fine Crystal (H.K.) Co., Ltd.は、重要性が低下したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除

外しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

（偶発債務）

当社の子会社である日本製鋼所M&E株式会社が製造する製品の一部につき、その製造過程で実施すべき検査の一

部において、お客様の要求仕様から逸脱する検査数値を、関連仕様の範囲内に収まる数値とするなどの不適切な行

為が行われていたことが社内調査により判明し、外部弁護士から構成される特別調査委員会の調査報告書を受領し

ました。

つきましては、将来の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありますが、現時点ではその影響額を合理

的に見積もることが困難なため、四半期連結財務諸表には反映しておりません。

（四半期連結損益計算書関係）

（品質不適切行為関連損失）

当社の子会社である日本製鋼所M&E株式会社（以下「M&E社」といいます。）が製造する製品の一部につき、その

製造過程で実施すべき検査の一部において、お客様の要求仕様から逸脱する検査数値を、関連仕様の範囲内に収ま

る数値とするなどの不適切な行為（以下「不適切行為」といいます。）が行われていたことが社内調査により判明

いたしました。

当社は、今般のM&E社での不適切行為の発覚を受けて、M&E社のみならず当社グループの品質保証体制の検証に取

り組んでおり、加えて、外部弁護士から構成される特別調査委員会を設置し、調査を実施いたしました。これらに

関連する費用等を品質不適切行為関連損失として計上しております。

なお、本件事案の今後の進捗次第では、顧客への補償費用等の発生により当社の連結業績に影響を及ぼす可能性

がありますが、現時点ではその影響額を合理的に見積もることが困難なため、四半期連結財務諸表には反映してお

りません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
産業機械事業

素形材・

エンジニアリング

事業

その他事業 計

（１）外部顧客への売上高 38,352 6,253 423 45,029 － 45,029

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
211 873 417 1,502 (1,502) －

計 38,564 7,126 840 46,531 (1,502) 45,029

セグメント利益（営業利益）又は

セグメント損失（営業損失）
2,725 △991 △165 1,569 (920) 648

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
産業機械事業

素形材・

エンジニアリング

事業

その他事業 計

（１）外部顧客への売上高 45,753 8,475 522 54,751 － 54,751

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
330 2,033 474 2,838 (2,838) －

計 46,084 10,508 996 57,589 (2,838) 54,751

セグメント利益（営業利益）又は

セグメント損失（営業損失）
3,992 187 △55 4,124 (1,368) 2,755

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△920百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用及びセグメント間取引にかかる棚卸資産の調整額等が含まれております。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,368百万円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用及びセグメント間取引にかかる棚卸資産の調整額等が含まれております。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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セグメント区分
前第１四半期連結累計期間

（2022年４月１日～2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（2023年４月１日～2023年６月30日）

産  業  機  械  事  業 69,605 72,600

素形材・エンジニアリング事業 13,232 16,344

そ   の   他   事   業 535 528

合         計 83,373 89,472

セグメント区分
前第１四半期連結累計期間

（2022年４月１日～2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（2023年４月１日～2023年６月30日）

産  業  機  械  事  業 38,352 45,753

素形材・エンジニアリング事業 6,253 8,475

そ   の   他   事   業 423 522

合         計 45,029 54,751

セグメント区分
前第１四半期連結累計期間

（2022年４月１日～2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（2023年４月１日～2023年６月30日）

産  業  機  械  事  業 211,492 237,244

素形材・エンジニアリング事業 42,006 50,071

そ   の   他   事   業 252 160

合         計 253,750 287,476

３．補足情報

受注高、売上高及び受注残高の状況

（１）受注高

（単位：百万円）

（２）売上高

（単位：百万円）

（３）受注残高

（単位：百万円）
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